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広報 2令和４年２月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

寒い冬にあたたかいメッセージ

上郷小学校の５・６年生から

除雪従事のかたへ

感謝のメッセージを

もらいました

冬の交通が確保できるのは

除雪従事の皆さんのおかげです

あたたかいメッセージ

ありがとうございました！

役場玄関に
掲示してあります
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04 【特集】 始動から２年
スマート農業で新たな可能性を

10 マイナンバーカードを作って
マイナポイントをもらおう！
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11 津南町防災メールに登録しよう！

06 ＤＭＯ推進室だより



広報 4令和４年２月号

始
動
か
ら
２
年

ス
マ
ー
ト
農
業
で

　
　
　

新
た
な
可
能
性
を

　

令
和
２
年
度
、
国
の
補
助
事
業
の
「
ス
マ
ー

ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
応
募
。
そ

の
結
果
、
応
募
数
１
４
４
の
地
区
の
中
か
ら

採
択
さ
れ
、
新
潟
県
は
津
南
町
を
含
む
下
記

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

の
導
入
に
よ
る
「
雪
下
に
ん
じ
ん
」
と
「
加

工
用
キ
ャ
ベ
ツ
」
の
省
力
化
や
生
産
性
向
上

の
実
証
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ａ
Ｉ
※
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
※
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し

た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
を
実
証
し
、
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
を
現
場
に
取
り
入
れ
、
加
速
さ
せ

て
い
く
事
業
で
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を

生
産
現
場
に
導
入
し
、
技
術
面
・
経
営
面
の

効
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令

和
元
年
度
か
ら
全
国
69
地
区
、
令
和
２
年
度

79
地
区
、
令
和
３
年
度
34
地
区
で
展
開
。
農

林
水
産
省
の
予
算
に
よ
り
農
研
機
構
が
全
体

の
事
業
実
施
主
体
と
な
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、「
雪
下
に

ん
じ
ん
」
と
「
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
」
の
省
力

化
・
生
産
性
向
上
を
図
り
、
津
南
町
の
特
徴

を
生
か
し
た
園
芸
産
地
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
た
。
具
体
的
な
実
証
の
内
容
は
下
記
の
表

１
の
と
お
り
で
す
。

　

実
証
を
行
う
な
か
で
、地
域
の
特
性
上（
中

山
間
地
や
雪
質
等
）
想
定
し
て
い
た
効
果
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
点
や
目
標
の
収
量
に
結
び
つ

か
な
か
っ
た
点
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
反
面
で
労
働
時
間
が
大
き
く
削
減
し
た

点
や
単
純
作
業
の
軽
労
化
※
に
繋
が
っ
た
点

な
ど
当
初
想
定
し
て
い
た
以
上
の
効
果
が
出

ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
な
る
ス
マ
ー
ト
農
業

の
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
高
齢
者
や
人
手
不
足
に
よ

り
農
家
数
の
減
少
や
収
量
等
が
低
下
し
て
お

り
、
生
産
の
省
力
化
と
労
働
力
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
情
報
通
信

環
境
を
整
備
し
、
施
設
の
管
理
の
省
力
化
・

高
度
化
を
図
り
、
地
域
活
性
化
に
役
立
つ
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
で
農
業
全
般
の
省
力

化
、
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
、
津
南
町
の

地
域
農
業
の
発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

表１　主な実証成果（速報）

実証内容 主な成果（速報値）

自動運転
トラクターの

活用による省力化

自動耕耘作業と自動操舵システム等のスマート農機を活用した労働時間や肥料費の削減が図られた
●耕耘作業の労働時間……………1.1 時間 /10 ａ削減
●畦立・施肥作業の労働時間……1 時間削減
●キャベツの肥料費………………7,380 円 /10 ａ削減

除草作業の軽減
ラジコン除草機を活用した除草作業の労働時間の削減と軽労化が図られた
●労働時間………0.58 時間 /10 ａ削減（※慣行の労働時間より 78％削減）

生育診断の簡便化

ドローンのセンシングデータを活用した効果的な追肥や適期収穫による収量向上は判然としなかったが、
今後のさらなるデータ蓄積により、活用の可能性がある

雪下にんじんの
収穫作業の

省力化・軽労化

大型ハーベスターを活用した機械収穫による労働時間の削減が図られたが、土や石の混ざりが多く、
収穫物の損傷によるロスが多くなり、加工向けの出荷が増えるなど引き続き検討が必要
●労働時間………47.3 時間の削減

キャベツの
播種の省力化・

育苗管理の最適化

プラグ苗の育苗作業の省力化を図るとともに、篤農家と実証生産者における育苗ハウスの
環境データをモニタリングし、最適な育苗管理方法を検討し労働時間の削減が図られた
●播種作業の労働時間………3.0 時間 /10 ａ削減（※育苗作業も含めると 7 ～ 8 時間 /10 ａ削減）

キャベツの
出荷期間の延長 雪室を活用した出荷時期の２か月程度の延長が可能であることが確認された

新潟県津南町スマート農業
実証コンソーシアム

新潟県、（株）津南アグリ、津南町、津南町農業協同組合、ヤンマーアグリジャパン（株）、
アスザック（株）、東洋農機（株）

実証主体での導入機械

実 　 証 　 主 　 体：（株）津南アグリ
導入機械（国補助）：ロボットトラクター１台、自動走行操舵システム１台、ラジコン除草機１台、
　　　　　　　　   ドローン１台
導入機械（県補助）：播種機一式、畦立施肥機一式、定植機、キャベツ収穫機

今
か
ら
２
年
前
…

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
動
き

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

ドローンによる増収効果は判断できなかった雪下にんじん

収量は 300㎏ /10 ａ増加したが、追肥による効果は判然としなかったキャベツ



特集 スマート農業で新たな可能性を
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町での反響と実績
　津南町ではスマート農業実証プロジェクトを契機として、さらにスマー
ト農機の導入を加速させるため、町独自の補助事業を令和２年度に創設し
ました。また、本プロジェクトによる実証活動や実演会の開催等により、
若い農業者のスマート農業への関心が高まったことで、町内で下記のス
マート機能付き機械が導入されています。実際に導入した農家さんにイン
タビューしました。

農業用ドローン

ドローン
ライセンス

ラジコン除草機
キャベツ収穫機 田植え機

例年の5分の1の時間
で刈れました。作業の
省力化ができ、体力的
にもすごく楽です！

津
南
町

用
語
解
説

●
A
I

　

人
工
知
能
、Artificial 

Intelligence

（
ア
ー
テ
ィ

フ
ィ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
）
の
略
称
。
人

工
的
に
作
ら
れ
た
知
能

を
持
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
こ
と
。

●
I
o
T

　

Internet of Things

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ

ブ
・
シ
ン
グ
ス
）
の
略
称
。

今
ま
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
繋
が
る
も
の
だ
っ

た
が
、
通
信
技
術
が
発

展
し
、
家
電
や
自
動
車

な
ど
の
モ
ノ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
軽
労
化

　

労
働
の
負
担
や
疲
労

を
軽
減
す
る
こ
と
。

16台

38名

2台2台 8台

コンバイン 1台
トラクター 2台

1反歩5分くらいで農薬
を散布でき、作業時間
がかなり短縮。地域の
方からも喜ばれました！

腰を曲げて収穫し、重
いコンテナを持ち上げる
こともないから収穫作
業が楽になりました。

認定証
認 定 証

相
吉
空
中
作
業
隊
エ
シ
ッ
ス
カ

  

代
表　

金か
ね

子こ 

龍り
ゅ
う

也や

さ
ん

※
令
和
３
年
に
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

株
式
会
社
桔
梗
屋

  

代
表
取
締
役　

阿あ

部べ 

正ま
さ

樹き

さ
ん

※
令
和
２
年
に
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
を
導
入

津
南
郷
土
地
改
良
区

　

藤ふ
じ

ノの

木き

大だ
い

輔す
け

さ
ん

※
令
和
３
年
に
ラ
ジ
コ
ン
除
草
機
を
導
入
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人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た

今
の
日
本
。日
本
は
特
に
人
口
減
少
に
よ
っ

て
大
量
生
産
、大
量
消
費
が
出
来
な
く
な
っ

て
き
て
お
り
、今
ま
で
は
で
き
て
い
た
こ
と

も
、今
後
さ
ら
に
出
来
な
く
な
っ
て
い
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

観
光
に
お
い
て
も
同
様
に
今
ま
で
と
考

え
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。昔
は
他
と
同
じ
よ
う
な
観
光

地
で
あ
っ
て
も
お
客
さ
ん
は
来
て
く
れ
ま
し

た
。し
か
し
今
は
、呼
べ
る
お
客
さ
ん
の
数
が

減
っ
て
い
る
た
め
、他
と
は
違
う
、〝
差
別
化
し

た
観
光
地
〟を
作
ら
な
い
と
お
客
さ
ん
が
来

て
く
れ
な
い
時
代
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、車
や
携
帯
は
あ
る
程
度
、性
能
が

拮
抗
す
る
と
、そ
の
サ
ー
ビ
ス
自
体
に
付
加

価
値
を
つ
け
差
別
化
し
、発
展
さ
せ
て
き
ま

し
た
。観
光
も
同
じ
よ
う
に
他
の
と
こ
ろ
が

ま
ね
で
き
な
い
こ
と
を
伸
ば
し
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
作
っ
て
い
く
事
が
重
要
で
す
。地
域

に
一
度
で
き
た
ブ
ラ
ン
ド
は
地
域
の
産
業　

（
農
業
・
加
工
品
・
商
業
・
観
光
）に
派
生
し
他
産
業

も
伸
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

津
南
町
は
、他
の
地
域
に
な
い
個
性
で

あ
る
農
業
・
水
・
河
岸
段
丘
な
ど
の
価
値
を

今
一
度
見
つ
め
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
観
光
の
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら

●
個
性
を
生
か
し
て
、他
と
差
別
化

  
観
光
を
入
口
と
し
た

　
　
　
　
　
　

 

ま
ち
づ
く
り

D
M
O
推
進
室
だ
よ
り

※ＤＭＯ…Destination Management Organization の略。官民の幅広い連携によって観光地域づくりを推進する法人。

たくさんの人がいて、たくさんの消費をしてきた
同じような取り組みをする自治体があっても許容された

消費者の数（マス）が減ったことで同じような取り組みをする
自治体間での競争化や全ての自治体での共倒れになる

名所を見て温泉に入る 名所を見て温泉に入る 名所を見て温泉に入る 名所を見て温泉に入る

今まで

これから
他
と
違
う
か
ら

　
い
い
よ
ね
！

140,000
将来設計実績

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（千人）

（年）
年齢３区分別人口（0～14歳） 年齢３区分別人口（15～64歳） 年齢３区分別人口（65歳以上）

33,465

76,289

15,887

33,800

45,291

8,975

【資料】2015年までは総務省統計局『国勢調査』、推計値は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」
（2017年推計）の出生中位（死亡中位）推計より国土交通省作成
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私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
〝
観
光
〟
と
い
う
産

業
を
他
の
地
域
で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
事
例

を
元
に
、
単
体
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

津
南
の
他
に
な
い
地
域
と
し
て
誇
れ
る
強

み
は
何
か
。
改
め
て
考
え
た
と
き
に
浮
か
び

あ
が
っ
て
き
た
の
が
、
昨
年
ま
と
め
た
９
つ

に
分
類
さ
れ
る
「
つ
な
ん
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
は
確
か
に

他
の
地
域
に
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
そ

ろ
っ
て
い
る
の
は
他
に
は
な
い
、
津
南
の
強

み
で
す
。
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
は
当
た
り

前
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
地

域
の
財
産
で
あ
る
農
業
や
歴
史
文
化
、
自
然

と
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み
へ
の
変
革
が
必

要
で
す
。

■
目　

的

　

津
南
町
に
は
、人
や
自
然
資
源
や
産
業
な

ど
、他
の
地
域
に
誇
れ
る
資
源
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、新

し
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
法
人
は
、地
域
の
資
源
を
つ
な
い
で
、新

し
い
価
値
を
創
造
し
、還
元
す
る
こ
と
で
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
実
施
体
制

　

観
光
地
域
づ
く
り
課
、観
光
協
会
に
加
え
、

新
法
人
の
３
つ
の
組
織
体
制
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
は
、役
割
を
明
確
に
し
、重

複
す
る
業
務
は
統
合
す
る
こ
と
で
、業
務
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。新
法
人
の
実
施
体
制

を
強
化
し
、将
来
的
に
観
光
協
会
と
の
統
合

を
目
指
し
ま
す
。

■
新
法
人
の
業
務

【
基
本
業
務
】

　

①
農
商
工
観
光
連
携
事
業

　

②
観
光
情
報
発
信
業
務

【
活
動
の
土
台
と
な
る
業
務
】

　

③
デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
情
報
分
析
）

　

④
多
様
な
主
体
が
参
画
す
る

　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
会
議
の
開
催

【
新
法
人
が
自
ら
稼
い
で
い
く
業
務
】

　

⑤
公
共
施
設
管
理

　

⑥
ふ
る
さ
と
納
税
の
管
理

　

⑦
滞
在
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
受
け
入
れ
手
数
料

　

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
久
し
く
な
り
ま
す
が
、

こ
と
観
光
に
お
い
て
は
今
ま
で
と
世
界
の
潮

流
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。津
南
町
も
開
発
と
環
境
保
護
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル（
持
続
可
能
）

な
観
光
地
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

こ
れ
は
つ
な
ん
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
通

し
て
見
え
た
事
で
す
が
、今
ま
で
信
じ
て
き

た
、あ
る
い
は
考
え
て
き
た
こ
と
と
真
逆
の

価
値
観
の
存
在
で
す
。

　

例
え
ば
、「
水
が
豊
富
」で
あ
る
こ
と
は
、確

か
に
津
南
の
豊
か
な
資
源
で
は
あ
る
も
の

の
、当
た
り
前
の
よ
う
に
豊
富
に
湧
き
出
る

た
め
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
心
が
薄
か
っ
た

り
、宿
で
出
す
食
事
も
、食
べ
残
し
が
出
た
際

に
は
肥
料
に
転
換
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
の

必
要
性
と
理
解
を
さ
ら
に
広
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

新
法
人
が
地
域
を
経
営
す
る
目
線
で
、観

光
を
入
口
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

●「
津
南
」な
ら
で
は
、を
考
え
る

●
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
設
立
へ

　 

〜
地
域
を
つ
な
ぐ
た
め
に

　
　
　
　
　
今
必
要
な
も
の
だ
か
ら
〜

■お問い合わせ　観光地域づくり課 DMO 推進室　℡７６５- ５４５４

創造

大地

農

雪

縄文

水

平穏

森火焔

詳しくは「つなんのツーリズム」の

HPをご覧ください!

コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
と

　
　
　
　
迷
わ
な
い
ね
！



広報 8令和４年２月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

住
宅
用
防
火
設
備

補
助
対
象
の
変
更

離
婚
等
に
よ
り「
令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
」を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
か
た
へ

支
援
給
付
金
の
ご
案
内

　

津
南
町
で
は
、
防
火
対
策
の
促
進
を
図
る

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
の
購
入
費
や
古
く

な
っ
た
消
火
薬
剤
の
詰
め
替
え
経
費
に
対
し

て
補
助
し
て
き
ま
し
た
が
、
防
火
対
策
の
促

進
に
一
定
の
目
途
が
立
っ
た
た
め
、
住
宅
用

消
火
器
の
購
入
や
消
火
薬
剤
の
詰
替
に
係
る

経
費
へ
の
助
成
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

火
災
警
報
器
の
購
入
費
助
成
は
引
き
続
き

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ

き
、
あ
ら
た
め
て
ご
家
庭
の
火
災
予
防
対
策

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

津
南
町
に
住
所
の
あ
る
か
た

　
（
事
業
所
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

■
補
助
対
象
経
費
（
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
費

■
補
助
率
等　

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

（
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
、５
千
円
を
上
限

と
し
ま
す
。）

　

既
に
支
給
が
進
ん
で
い
る
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
、
離
婚

等
で
新
た
に
対
象
児
童
の
養
育
者
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
上
給
付

金
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
か
た
に
対
し
、

子
育
て
を
支
援
す
る
目
的
か
ら
支
援
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

①
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者

で
な
か
っ
た
が
、
令
和
４
年
３
月
分
の
児

童
手
当
の
受
給
者
（
令
和
４
年
２
月
28
日
ま

で
に
支
援
給
付
金
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
令

和
３
年
９
月
１
日
か
ら
申
請
時
ま
で
の
間
に
児

童
手
当
の
受
給
者
変
更
手
続
を
完
了
し
、
申
請

時
点
に
お
い
て
児
童
手
当
の
受
給
者
）
に
な
っ

た
か
た

②
令
和
３
年
９
月
30
日
に
お
い
て
高
校
生
等

を
養
育
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
令
和
４
年

２
月
28
日
時
点
（
令
和
４
年
２
月
28
日
ま
で
に

支
援
給
付
金
の
申
請
を
す
る
場
合
は
申
請
時
）
に

お
い
て
高
校
生
等
を
養
育
し
て
い
る
か
た

③
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
か
た
（
Ｄ
Ｖ
特

例
・
施
設
特
例
の
所
要
の
手
続
き
を
行
っ
て
お

ら
ず
、
給
付
金
の
支
給
先
が
変
更
さ
れ
て
い
な

い
場
合
等
）

■
支
給
額

　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
10
万
円

※
給
付
金
を
受
給
し
た
元
養
育
者
か
ら
一
部

を
受
給
し
て
い
た
り
、
児
童
の
た
め
に
費

消
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
額
を
差
し
引

い
た
額

■
対
象
児
童

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
と
同
じ

■
申
請
方
法

　

申
請
が
必
要
で
す
が
、
状
況
に
よ
り
提
出

い
た
だ
く
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

　

３
月
31
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
申
請
方
法

①
購
入
後
、
代
金
を
支
払
い
、
領
収
書
を
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書
（
総
務
課
窓

口
も
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
領
収
書
の
原
本

と
と
も
に
役
場
総
務
課
総
務
班
（
２
階
）

ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

集
落
や
自
主
防
災
組
織
で
取
り
ま
と
め
て

補
助
申
請
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
別

途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

く
ら
し

子
育
て

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
業
務
を
実

施
し
て
い
る
「
株
式
会
社
ジ
ェ
ー

ピ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
ビ

ス
」
様
よ
り
、
１
０
０
万
円
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
長
の
村む

ら

山や
ま

政ま
さ

美み

様
は
芦
ヶ
崎
出

身
で
あ
り
、
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
で
津
南

町
の
名
前
を
よ
く
聞
き
、
豪
雪
対
策

に
使
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
津
南
町
要
援
護
者
世
帯

除
雪
除
雪
援
助
事
業
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

豪
雪
対
策
の
た
め
の

ご
寄
附
を

　
　

い
た
だ
き
ま
し
た



9 広報 令和４年２月号

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
障
が
い
者
週
間

の
中
央
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
自
ら
の

障
が
い
を
克
服
し
、
障
が
い
の
あ
る
か

た
の
自
立
の
支
援
や
社
会
参
加
に
大
き

く
寄
与
し
た
か
た
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
３
年
度
で
は
全
国

で
46
名
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
な
か
、

津
南
町
で
は
中な

か

島じ
ま

勝か
つ

光み
つ

さ
ん
（
上
郷
逆
巻
）

が
県
内
で
唯
一
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
け
、
南
魚
沼
地
域
振
興
局
の
須す

貝が
い

局
長
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
さ
ん
は
昭
和
54
年
４
月
か
ら
津

南
町
身
体
障
が
い
者
互
助
会
の
役
員
を

務
め
、
平
成
12
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
22
年
間
、
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　令和４年度の軽自動車税（種別割）は令和４年４月１日
時点で登録がある車両の所有者に対して、課税されます。
解体した、他人に譲った等の車両がある場合は、速やかに
届け出を行ってください。
　なお、届け出先は、車種によって異なりますので下記を
ご覧ください。

【納税には、安全・便利で確実な口座振替をご利用ください】
口座振替は以下の金融機関でご利用いただけます。口座振替を希望する「通帳」と「通帳の届出
印」をご用意し、振替を希望される金融機関でお手続きください。

軽自動車の
廃車手続きはお済みですか？

●口座振替のオススメ

○【津南町】ナンバーの場合
　　税務町民課税務班（℡765-3113）

○【長　岡】ナンバーの場合
　 軽四輪 ………………… 軽自動車検査協会長岡支所（℡050-3816-1851）
　 小型二輪・軽二輪 ……… 長岡自動車検査登録事務所（℡050-5540-2041）

届け出先

↑表彰を受けた中島さん（写真中央）

第四北越銀行　塩沢信用組合　津南町農業協同組合
大光銀行　新潟県労働金庫　ゆうちょ銀行
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【
予
約
及
び
申
込
に
必
要
な
も
の
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
時
ま
た
は

　

受
取
時
に
設
定
し
た
４
桁
の
暗
証
番
号

③
決
済
サ
ー
ビ
ス
Ｉ
Ｄ
／

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド

　
※
利
用
す
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
必
要
な
情
報

が
異
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
及
び
申
込
は
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
24
時
間
可
能

で
す
。
役
場
で
も
予
約
及
び
申
込
の
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
や
り
方
が
わ
か
ら

な
い
か
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
お
持
ち
で
な
い
か
た
は
、
税
務
町
民
課
町

民
班
（
℡
７
６
５
‐
３
１
１
３
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

津
南
町
で
は
役
場
の
確
定
申
告
相
談
会
場

で
の
申
請
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
申
告
相
談

期
間
中
の
月
曜
日
及
び
火
曜
日
に
実
施
し
、

申
告
相
談
の
待
ち
時
間
に
申
請
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
つ
な
ん
１
月
20
日
号
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
総
務
班
（
℡

７
６
５
‐
３
１
１
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
方
法
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.kojinbango-

card.go.jp/kofushinse/

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

　

も
ら
う
た
め
の　

  

S
T
E
P

◆
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・
申
込

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
第
２
弾
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
う
た

め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
令
和
４
年
９
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
申
請
し
た
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て

 
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
お
う
！

第
２
弾

その他、詳しくはマイ
ナポイント事業ホーム
ページをご覧ください。
https://mynumbercard.
point.soumu.go.jp/

※ 1　 マ イ ナ ポ イ ン ト の 申
込 後、 選 択 し た キ ャ ッ
シュレス決済サービスで
チャージまたはお買い物
をする必要があります。

※２　マイナンバーカードを
すでに取得したかたのう
ち、マイナポイント第１
弾の未申込者も対象とな
ります。

※３「健康保険証としての利
用申込」「公金受取口座
の登録」によるマイナポ
イント付与は令和４年６
月頃から開始する予定で
す。

※４公金受取口座の登録開始
は令和４年春頃を予定し
ています。

マイナンバー
カードの
新規取得で 5，000円分

※ 1  ※ 2

健康保険証
としての
利用申込で 7，500円分

※ 3

公金受取
口座の登録で7，500円分

※ 3  ※ 4

＋

＋

＝
最大 20，000円分の
　マイナポイントがもらえる！

3

STEP1
マイナンバーカードを
取得しよう！

※マイナンバーカードは、申請から交
付までに概ね１か月かかりますので、
お早目の申請をお願いします。

STEP2
マイナポイントの
予約・申込をしよう！

※ご希望のキャッシュレス決裁サービ
スと紐づけて申込をする必要があり
ます。

STEP3
マイナポイント
を取得しよう！

※令和元年９月以降のチャージまたは
お買い物が対象となります。申込前
のチャージまたはお買い物はマイナ
ポイントが付与されませんのでご注
意ください。

カードが
届いたら

申込が
完了したら

令和4年6月頃〜

令和4年6月頃〜
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１ 
健
康
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

津
南
健
康
ポ
イ
ン
ト

２ 

ポ
イ
ン
ト
達
成
の
状
況

４ 
来
年
度
に
向
け
て

３ 

ポ
イ
ン
ト
の
た
め
方

　
「
つ
な
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
津

南
町
が
他
の
地
域
と
比
較
し
て
中
高

年
層
の
運
動
習
慣
が
少
な
く
、
そ
の

一
方
で
運
動
を
必
要
と
感
じ
て
い
る

人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
気
軽
に
運
動

を
生
活
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と

を
ね
ら
い
に
今
年
度
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

　

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
・
教
室
へ
の
参
加
や
、
各
自
の
運

動
や
血
圧
測
定
等
を
続
け
る
こ
と
で
ポ
イ

ン
ト
を
た
め
、
町
内
事
業
所
の
商
品
券
と

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
づ
く
り
事

業
で
す
。

　

令
和
４
年
１
月
末
現
在
の
ポ
イ
ン
ト
達

成
者
は
、
30
ポ
イ
ン
ト
（
5
0
0
円
分
商
品

券
）
は
４
人
、
50
ポ
イ
ン
ト
（
1
，
0
0
0

円
分
商
品
券
）
は
10
人
で
す
。

　

達
成
者
の
年
齢
層
は
、
30
・
40
歳
代
３

人
、
50
・
60
歳
代
６
人
、
70
歳
代
以
上
が

５
人
で
し
た
。

の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

達
成
し
た
か
た
の
ポ
イ
ン
ト
の
た
め
方

で
は
、
福
祉
保
健
課
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
事
業
「
目
指
せ
チ
ー
ム
1
0
0
万
歩
」

に
参
加
で
５
ポ
イ
ン
ト
、
1
0
0
万
歩
を

達
成
で
５
ポ
イ
ン
ト
、
教
育
委
員
会
主
催

の
「
1
0
0
日
運
動
」
を
達
成
で
20
ポ
イ

ン
ト
を
獲
得
す
る
方
法
が
多
数
で
し
た
。

　

そ
の
他
で
は
、
各
自
で
の
取
り
組
み
と

し
て
「
連
続
30
日
、
体
重
を
測
定
し
記
録

す
る
」
や
「
30
日
間
、
20
分
以
上
の
運
動

を
す
る
」
な
ど
の
目
標
を
達
成
し
10
ポ
イ

ン
ト
を
獲
得
し
た
か
た
が
多
く
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
既
に
運
動
習
慣
が
あ
っ
た

人
、
健
康
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
人
の
参
加

が
多
い
傾
向
で
し
た
。
来
年
度
は
、
町
内

事
業
者
や
保
育
園
・
学
校
等
へ
働
き
か
け
、

新
た
な
取
り
組
み
層
を
増
や
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　
「
つ
な
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
が
、
皆
さ
ん

の
健
康
や
運
動
習
慣
を
見
直
す
『
き
っ
か

け
』
と
な
り
、
仲
間
と
イ
ベ
ン
ト
・
教
室

に
参
加
し
た
り
、
自
分
で
で
き
る
運
動
を

見
つ
け
た
り
と
、『
健
康
を
継
続
す
る
た
め

の
環
境
づ
く
り
』
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
さ
ぁ
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
縮
小
等
が
あ
り
、

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と

津南町防災メールに
登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報等を
メールにて配信 !
■登録方法

QRコードを読み込むか
下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

QRコード

●防災メールの例
実際に２月４日㈮に送付したものです。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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□ 新聞・郵便物がたまっている。
□ 家を訪ねても顔を出してくれない。
□ 暗くなっても電気がつかない。または、つけっぱなしである。
□ 天気や季節に合わない服を着ている。
□ 何回も同じことを聞いたり、言ったりする。
□ 見慣れない人が出入りしている。
□ 家の中から、怒鳴り声や物を投げる音などがよく聞こえる。

　近所の高齢者に下記のような異変はありませんか？ 
この項目以外にもいつもと様子が違うと感じる場面があれば注意が必要です。

心配なことや
気がかりなことがあれば、
民生委員や下記相談機関へ
ご連絡ください。

連絡を受けた
相談機関が自宅を訪問し、
様子を確認します。

【気づきチェックリスト】

◆「なにかおかしいな？」と思ったら・・・

　

近
年
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
認
知
症

高
齢
者
が
増
加
す
る
な
か
、
突
然
の

病
気
や
け
が
な
ど
何
か
起
き
た
時
に

対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
心
配
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や
虐
待

な
ど
の
被
害
に
あ
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　

津
南
町
で
も
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
世
帯
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

令
和
２
年
に
お
い
て
は
４
４
７
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
月
は
新
潟
県
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間
で
す

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
ご
近
所
同
士

の
交
流
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、「
あ
い

さ
つ
」「
気
く
ば
り
」「
助
け
あ
い
」

の
で
き
る
こ
と
か

ら
高
齢
者
を
見

守
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

誰でもできる！
日ごろからの見守り

３つの行動

あなたの身近に気になる高齢者はいませんか？

あいさつ
日ごろから
ご近所で声を
かけあいましょう

助けあい
ささいなことでも
気軽に助け合える
地域にしましょう

気くばり
高齢者を
さり気なく
見守りましょう

・津南町地域包括支援センター　　　☎ 765-5455
・福祉保健課　　　　　　　　　　　☎ 765-3114相談機関

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター

にんこっこ

だ

ん
だんどうも！



いきいき
大好き
津南町
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女
性
の
健
康
と

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
働
き

～
毎
年
３
月
１
日
～
３
月
８
日
は
「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す
～

　
「
女
性
の
健
康
」
を
考
え
る
に
は
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
女

性
は
生
涯
、
ホ
ル
モ
ン
の
変
動
の
波
に
さ
ら
さ

れ
、
そ
の
た
び
に
身
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ

る
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
）
と
プ
ロ

ゲ
ス
テ
ロ
ン
（
黄
体
ホ
ル
モ
ン
）
の
二
種
類
で
す
。

こ
の
二
つ
の
ホ
ル
モ
ン
は
、
月
経
周
期
に
よ
っ

て
分
泌
量
が
変
化
し
ま
す
。（
図
①
参
照
）

　

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、「
妊
娠
の
準
備
」
を
す

る
ホ
ル
モ
ン
で
、
卵
巣
内
の
卵
胞
を
成
熟
さ

せ
て
排
卵
に
備
え
た
り
、
子
宮
内
膜
を
厚
く

し
た
り
し
ま
す
。

　

プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
は
、「
妊
娠
を
成
立
・
継

続
さ
せ
る
」
ホ
ル
モ
ン
で
、
受
精
卵
が
着
床

し
や
す
い
よ
う
に
子
宮
内
膜
を
柔
ら
か
く
し
、

妊
娠
に
備
え
て
体
温
を
上
げ
た
り
、
乳
腺
を

発
達
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

●
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
知
ろ
う

●
月
経
に
つ
い
て

●
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と

　

月
経
関
連
疾
患

　

成
熟
し
た
女
性
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
一

定
の
リ
ズ
ム
で
分
泌
さ
れ
ま
す
。
月
経
も
こ

の
リ
ズ
ム
に
従
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　

正
常
な
月
経
は
25
～
38
日
の
間
隔
で
起
き

ま
す
。
平
均
的
な
28
日
周
期
の
場
合
、
約
14

日
間
基
礎
体
温
の
低
温
期
が
続
い
た
あ
と
に

高
温
期
が
14
日
間
続
き
、
月
経
に
な
り
ま
す
。

　

現
代
の
女
性
が
一
生
の
う
ち
に
経
験
す
る

月
経
の
回
数
は
、
昔
に
比
べ
て
か
な
り
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
昔
は
女
性

一
人
当
た
り
の
出
産
回
数
が
多
く
、
ま
た
今

よ
り
も
長
い
期
間
授
乳
を
し
て
お
り
、
月
経

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
期
間
も
長
か
っ
た
た

め
で
す
。

　

一
生
涯
の
月
経
回
数
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、
月
経
関
連
疾
患
（
月
経
前
症
候
群

（
P
M
S
）、
月
経
困
難
症
、
子
宮
筋
腫
、
子
宮
内
膜
症
、

子
宮
腺
筋
症
な
ど
）
に
悩
む
女
性
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

月
経
関
連
疾
患
の
症
状
の
例
と
し
て
、
月

経
直
前
や
開
始
に
よ
り
伴
う
下
腹
部
痛
や
腰

痛
、
貧
血
、
強
い
月
経
痛
、
月
経
過
多
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
放
っ
て
お

く
と
不
妊
症
な
ど
別
の
病
気
の
原
因
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

月
経
に
関
す
る
不
調
を
感
じ
て
い
て
も
、

我
慢
し
て
や
り
過
ご
し
た
り
市
販
薬
で
症

状
を
抑
え
た
り
し
て
い
る
か
た
は
い
ま
せ
ん

か
？
定
期
的
な
健
康
診
断
や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
で
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
た
め
ら
わ

ず
に
産
婦
人
科
へ
受
診
・
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

図① 月経周期のホルモン分泌量と基礎体温の変化

〈月経後～排卵まで〉
・肌や髪のつやがよくなる
・ダイエットの
　効果が得やすい
・骨密度を保つ

〈排卵後～月経まで〉
・むくみ、食欲増加
・頭痛、肩こり、腰痛
・眠気、不眠
・イライラ、憂うつ感 今月は

滝沢 琴音
保健師
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南雲留里子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
、協
力
隊
の
南
雲
留
里
子

で
す
。

　

毎
日
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。皆
さ

ん
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？
雪
が
今
年
も
降

り
積
も
り
津
南
ら
し
さ
を
体
感
し
て
い
る

2
年
目
の
冬
で
す
。

　

厳
し
い
寒
さ
も
別
な
角
度
か
ら
見
て
み

る
と『
日
常
で
出
会
え
る
美
し
さ
・
奇
跡
的

な
風
景
・
寒
さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
ぬ
く

も
り
』等
々
、暮
ら
し
を
通
し
て
感
じ
る
津

南
町
の
素
晴
ら
し
さ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、日
常
で
出
会
え
る
美
し
さ
、そ

れ
は
あ
る
日
の
帰
り
道
。子
ど
も
の
お
迎

え
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
歩
い
て
い
る
と
地
面

が
凍
り
始
め
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
見
え
る

の
で
す
。保
育
園
か
ら
駐
車
場
の
竜
ヶ
窪

温
泉
ま
で
の
道
の
り
で「
地
面
が
お
星
さ

ま
み
た
い
だ
ね
！
」と
子
ど
も
と
会
話
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、奇
跡
的
な
風
景
と
は
瞬
間

瞬
間
で
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
自
然
界

の
表
情
で
す
。夜
中
や
朝
方
に
降
っ
た
雪
が

森
林
に
雪
化
粧
を
し
、太
陽
が
昇
っ
て
朝

日
で
照
ら
さ
れ
る
山
々
。そ
の
日
の
気
温
で

見
え
方
の
違
う
そ
れ
ら
の
風
景
。時
に
淡

く
も
映
し
出
さ
れ
、時
に
く
っ
き
り
と
凛
と

し
た
姿
で
も
私
た
ち
人
間
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。そ
の
時
そ
の
場
所
で
し
か
出
会
え

な
い
奇
跡
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、寒
さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
ぬ

く
も
り
と
は
、ス
ト
ー
ブ
の
温
か
さ
、薪
ス

ト
ー
ブ
の
灯
り
。冬
の
家
庭
内
で
の
風
景
で

す
が
、と
て
も
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ま
す
。ス

ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
に
乾
か
す
手
袋
や
長
靴
。

お
鍋
や
お
餅
を
置
い
た
り
、温
か
い
も
の
で

暖
を
と
る
。人
の
体
温
も
こ
の
地
域
だ
か
ら

こ
そ
、温
か
さ
が
よ
り
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
が
膝
の
上
に
乗
っ
た
時
、手
を
つ

な
い
で
歩
く
時
。何
か
特
別
な
こ
と
を
し
な

く
て
も
キ
ラ
キ
ラ
と
魅
力
に
溢
れ
て
い
る

津
南
町
で
の
暮
ら
し
は
、厳
し
さ
が
あ
る
か

ら
こ
そ
の
産
物
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
回
目
の
冬
を
経
験
し
て
感
じ
る
こ

と
。長
坂
を
あ
が
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
ひ
と
つ
な

い
標
高
４
５
０
ｍ
に
位
置
す
る
柱
状
節
理

の
上
で
の
暮
ら
し
は
、視
点
を
ど
こ
に
向
け

る
か
で
楽
し
く
も
な
り
不
安
に
も
な
り
得

る
。そ
ん
な
両
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

す
。そ
れ
な
ら
明
る
い
方
を
見
て
い
こ
う
と

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

農
業
の

知
識

豆

　

町
で
は
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、
移
住
定

住
施
策
を
含
め
、
農
業
人
材
の
一
層
の
呼
び

込
み
と
育
成
・
定
着
を
図
る
た
め
、
経
営
発

展
の
た
め
の
機
械
・
施
設
等
の
導
入
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、就
農
に
向
け
た
研
修
資
金
、

経
営
開
始
資
金
、
雇
用
就
農
の
た
め
の
資
金

交
付
等
の
資
金
面
で
の
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
内
容
は
令
和
４
年
度
か
ら
の

支
援
内
容
と
な
り
ま
す
。

  

１
．
経
営
発
展
へ
の
支
援

  
２
．
資
金
面
の
支
援

〇
就
農
準
備
資
金

※
詳
細
な
交
付
要
件
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班　
　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

〇
雇
用
就
農
資
金

〇
経
営
開
始
資
金

認
定
新
規
就
農
者（
就
農
時
49
歳
以
下
）

で
令
和
４
年
に
新
た
に
農
業
経
営
を

開
始
す
る
者

補
助
対
象
事
業
費
上
限

１
，
０
０
０
万
円

認
定
新
規
就
農
者
（
就
農
時
49
歳
以
下
）

研
修
期
間
中
の
研
修
生

（
就
農
時
49
歳
以
下
）

49
歳
以
下
の
就
農
希
望
者
を
新
た
に

雇
用
す
る
農
業
法
人
等

県
支
援
分
の
２
倍
を
国
が
支
援

（
国
の
補
助
上
限
１
／
２
、県
１
／
４
、本
人
１
／
４
）

12
・
５
万
円
／
月
（
１
５
０
万
円
／
年
）

×
最
長
３
年
間

12
・
５
万
円
／
月
（
１
５
０
万
円
／
年
）

×
最
長
２
年
間

最
大
60
万
円
／
年
×
最
長
４
年
間

〇
経
営
発
展
支
援
事
業

（
機
械
・
施
設
、家
畜
導
入
、果
樹
・
茶
改
植
、リ
ー
ス
料
等
が
対
象
）

新
規
就
農
者
支
援
事
業

令
和
４
年
度
か
ら
支
援
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
す

支給額対象者

対象者対象者

補助率支給額

支給額支給額

対象者

↑平成 29 年度新規就農者
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津南町の農業情報を発信！友だち募集中！

LINE 公式アカウント

あぐり情報つなん

または

ID検索で登録

@179dwekx

上記 IDを入力して、検索！

LINE の「友だち追加」画面からこちらのQRコード
または ID検索で追加をお願いいたします

QRコードで登録

農
業
委
員
会
の
窓

農地を農地以外のものに 転用※するときは、農地法の 許可が必要です。

昨年、津南町では33件の転用申請がありました。
主な転用の内容は「家を建てたい」「農作業所を建てたい」

「宅地を拡張したい」「車庫を建てたい」「資材置場をつくりたい」
などがあります。

もし、許可を取らずに転用した場合は  違反転用 となり、

 現状回復等の命令 、 罰則の適用 の可能性があります。
（３年以下の懲役または300万円以下の罰金、法人は１億円以下の罰金）

今後、農地を転用する予定があるかたは農業委員会事務局までご相談ください。
農業委員会の総会は毎月行っています。総会の日程や申請締切は下記のＵＲＬをご覧ください。
https://www.town.tsunan.niigata.jp/soshiki/nogyo/nougyouiinkaisoukai.html

詳しくは津南町農業委員会へご連絡ください。 ０２５－７６５－５５８３

※転用……農地を農地以外の用途にすること

ストップ！ 違反転用！

津南町　農業委員会
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編
集
中
の
今
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
雪

が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。コ
ロ
ナ
も
油

断
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、暦
で
は
２
月

は
春
に
な
り
ま
す
。皆
様
の
手
元
に
届

く
こ
ろ
に
は
雪
も
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、

春
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

あ
と
も
う
少
し
の
辛
抱
で
す
ね
。

・・・
今
年
度
移
動
図
書
室

　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
号
を
終
え
て
・・・

　

早
い
も
の
で
今
年
度
の
移
動
図
書
室

ひ
ま
わ
り
号
の
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

初
め
は
不
安
と
緊
張
の
中
、手
探
り
で

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、回
数
を
重
ね
る
ご

と
に
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

各
集
落
や
町
内
の
小
学
校
や
保
育
園
、

福
祉
施
設
を
回
っ
て
多
く
の
人
と
触
れ

合
い
ま
し
た
。時
に
は
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
が
た
と
お
会
い
し
た
り
、知
人
の

ご
親
族
の
か
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り

し
て
、意
外
と
世
界
は
狭
い
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、改
め
て
津
南
の
四
季
折
々
の

景
色
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ほ
ど

ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
四
季
が
あ
る
の
は
日

本
で
も
数
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
多
く
の
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

・・・
公
民
館
図
書
室
か
ら
の
お
願
い
・・・

　

現
在
、図
書
室
ご
利
用
の
際
に「
入
室

者
記
入
用
紙
」の
提
出
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が

図
書
室
を
利
用
し
て
い
た
と
判
明
し
た

際
に
、濃
厚
接
触
者
の
有
無
を
調
べ
る

追
跡
調
査
に
欠
か
せ
な
い
情
報
で
す
。

　

図
書
室
を
利
用
さ
れ
る
か
た
は
利
用

時
間
の
長
さ
に
関
わ
ら
ず
、必
ず
記
入

を
お
願
い
し
ま
す（
返
却
の
み
の
か
た

も
お
願
い
し
ま
す
）。

　

記
入
い
た
だ
い
た
用
紙
は
、一
定
期
間

保
管
し
、そ
の
後
破
棄
し
ま
す
。ま
た
、そ

の
内
容
は
、追
跡
調
査
以
外
の
用
途
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

最
近「
入
室
者
記
入
用
紙
」を
未
記
入

の
ま
ま
ご
利
用
し
て
い
る
か
た
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。ご
利
用
い
た
だ
く

皆
様
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
処
置
で

す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・・・
今
年
の「
古
本
市
」に
つ
い
て
・・・

　

図
書
室
で
一
定
年
数
以
上
貸
し
出
し

の
な
か
っ
た
本
や
、古
く
な
っ
て
貸
し
出

し
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
た
本
、重
複
し

た
寄
贈
本
な
ど
を
無
料
で
差
し
上
げ
る

「
古
本
市
」を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

３
月
14
日
㈪
～
25
日
㈮

　
※
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
場
所

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　

古
本
市
は
図
書
室
利
用
者
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
か
た
で
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん
、あ
る

い
は
お
友
達
を
連
れ
て
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
休
館
日　

２
月
28
日
㈪
、３
月
28
日
㈪

輝
き

山
ざん

直木賞受賞第一作～あの山は命の輝きを永遠
に宿し続けるいのちの山～
　世界遺産・石見銀山を舞台に描かれた歴史
群像物語。銀山を支えるために懸命に生きる
人々の出会いと、それを慈悲深く見守る代官・
岩
いわ

田
た

鍬
くわ

三
さぶ

郎
ろう

。主人公金
きん

吾
ご

はいつしか彼らに魅せ
られていった。

澤
さわ

田
だ

　瞳
とう

子
こ

広報ライブラリー
今月の１冊

２月 −如
き さ

月
ら ぎ

−

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『ぜんぶわかる高齢者のからだと病気』
 ………………………………………………………………………………… 成

せい

美
び

堂
どう

出
しゅっ

版
ぱん

●『渋沢栄一と松平定信』 …………………………… 現
げん

代
だい

書
しょ

館
かん

●『新しいあいさつ・スピーチ文例集』 ……… 法
ほう

研
けん

●『歎異抄ってなんだろう』 …………… 1万
まん

年
ねん

堂
どう

出
しゅっ

版
ぱん

●『歎異抄をひらく』 ……………………………… 1万
まん

年
ねん

堂
どう

出
しゅっ

版
ぱん

●『おわかれはモーツァルト』 …………… 中
なか

山
やま

　七
しち

里
り

●『52ヘルツのクジラたち』 …………町
まち

田
だ

　そのこ
●『黒牢城』 ………………………………………………………… 米

よね

澤
ざわ

　穂
ほ

信
のぶ

●『塞王の楯』 …………………………………………………… 今
いま

村
むら

　翔
しょう

吾
ご

●『六人の嘘つきな大学生』 ………………… 浅
あさ

倉
くら

　秋
あき

成
なり

【子どもの本】 
●『悩んでなんぼの青春よ』 ……………………… 筑

ちく

摩
ま

書
しょ

房
ぼう

●『中学校ってどんなとこ？』
 ……………………………………………………………… 世界文化ブックス
●『アニメコミックおしりたんてい10』
 ……………………………………………………………………………………… ポプラ社
●『推しトモ！』 ………………………………………………… PHP研究所
●『パート・オブ・ユア・ワールド上下』 …… 学研プラス
●『あいちゃんとおかあさんのやくそく』
 ………………………………………………………… あいはら　ひろゆき
●『クロべぇ』 ………………………………………… ふくだ　いわお
●『きこりとおおかみ』 …………… やまぐち　ともこ
●『いまめがあったよね？』 ……… おおた　ゆみこ
●『ムーミン谷のなかまたち』 …… トーベ・ヤンソン

２月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

氷ひ
ょ
う

点て
ん

下か

の
夜よ

る

に
も
負ま

け
ず
紫あ

陽じ

花さ
い

は

風ふ

呂ろ

場ば

の
棚た

な

に
紫む

ら
さ
き

に
咲さ

く 

江
村
美
智
代

妹い
も
う
と

が
四し

月が
つ

に
生う

ま
れ
兄あ

に

に
な
り

三さ
ん

歳さ
い

な
が
ら
大お

と

人な

び
る
な
り 

北
村
ま
さ
子

父ふ

母ぼ

逝い

き
て
住す

む
人ひ

と

の
な
き
家い

え

の
車し

ゃ

庫こ

ノ
ラ
猫ね

こ

の
母お

や

子こ

出で

入い

り
し
て
い
る 

小
島
香
代
子

手て

の
平ひ

ら

で
妻つ

ま

の
お
腹な

か

を
撫な

で
い
れ
ば

命い
の
ち

動う
ご

い
て
存そ

ん

在ざ
い

示し
め

す 
江
村
大
輔

青あ
お

空ぞ
ら

に
枝え

だ

の
先さ

き

ま
で
雪ゆ

き

積つ

み
て

大だ
い

地ち

に
根ね

張は

り
大た

い

木ぼ
く

の
立た

つ 

津
端
恵
子

年ね
ん

賀が

状じ
ょ
う

の
手て

書が

き
の
宛あ

て

名な

懐な
つ

か
し
く

「
子こ

」
の
字じ

の
癖く

せ

に
笑え

顔が
お

浮う

か
び
来く 

貝
澤
圭
子

楽た
の

し
き
事こ

と

何な
に

ひ
と
つ
な
く
過す

ご
す
日ひ

日び

萩は
ぎ

一い
ち

面め
ん

の
紫む

ら
さ
き

染し

み
る 

関
谷
郁
子

　
　
　
　
　
　

雪ゆ
き

道み
ち

に
轍わ

だ
ち

の
三み

条す
じ

の
み
あ
り
て

譲ゆ
ず

り
合あ

ひい

つ
つ
車く

る
ま

行ゆ

き
か
ふう 

恩
田
久
美
子

米こ
め

の
荷に

を
開あ

け
て
孫ま

ご

ら
は
く
ん
く
ん
と

「
ば
ば
ん
ち
の
に
お
い
ー
」
の
動ど

う

画が

が
届と

ど

く

 

丸
山
直
子

如き
さ

月ら
ぎ

の
晴は

れ
た
る
朝あ

さ

の
風か

ぜ

受う

け
て

屋や

根ね

雪ゆ
き

銀ぎ
ん

の
粒つ

ぶ

と
な
り
舞ま

ふ 

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
一
月
）

除ぢ
ょ

雪せ
つ

車し
ゃ

の
最さ

い

後ご

が
戻も

ど

り
空そ

ら

白し
ら

む 

房　

良

消せ
う

雪せ
つ

の
水み

づ

に
雀す

ず
め

の
集あ

つ

ま
り
来く 

壽　

子

三さ
ん

回か
い

目め

の
接せ

っ

種し
ゅ

日び

印し
る

す
新し

ん

暦ご
よ
み 

千
年
雄

年ね
ん

賀が

状じ
ゃ
う

年ね
ん

賀が

仕じ

舞ま
ひ

の
二に

、
三さ

ん

あ
り 

芳　

司

み
つ
め
ゐ
る
妻つ

ま

の
前ま

え

に
て
鏡か

が
み

割わ
り 

渡　

舟

娘む
す
め

よ
り
小こ

包づ
つ
み

届と
ど

く
二ふ

つ

日か

か
な 

れ
い
子

彼か

の
世よ

と
の
あ
は
ひ
に
響ひ

び

く
除ぢ

ょ

夜や

の
鐘か

ね 

緑　

冬ふ
ゆ

晴ば

れ
や
園ゑ

ん

児じ

ら
燥は

し
ゃ

ぐ
声こ

え

き
こ
ゆ 

妙　

雪ゆ
き

晴ば
れ

の
朝あ

さ

日ひ

眩ま
ぶ

し
き
車し

ゃ

窓さ
う

か
な 

フ
ミ
子

「
う
れ
し
い
日ひ

」
と
題だ

い

す
る
版は

ん

画が

よ
ろ
こ
び
は

グ
ラ
ス
に
溢あ

ふ

る
る
ロ
ゼ
香か

お

る
ご
と
（
恩
師
の
作
品
）

 

小
野
寺
恒
代

雪ゆ
き

の
日ひ

は
百ひ

ゃ
く

人に
ん

一い
っ

首し
ゅ

の
歌か

留る

多た

取と

り

教お
し

え
く
れ
し
師し

の
今け

朝さ

身み

罷ま
か

り
ぬ（
小
学
校
三
年
の
恩
師
九
二
歳
）

 

高
橋
春
枝

　
寒か

ん

中ち
ゅ
う

に
紅こ

う

梅ば
い

咲さ

く
と
記し

る

さ
れ
て

友と
も

の
便た

よ

り
は
春は

る

運は
こ

び
来く

る
（
歌
集
「
砂
丘
」
終
刊
号
よ
り
）

 

内
山
キ
ク

捨す

て
が
た
き
母は

は

の
香か

残の
こ

る
半は

ん

纏て
ん

を

干ほ

し
て
迎む

か

ふう

る
里さ

と

山や
ま

の
冬ふ

ゆ 

麻
績
初
恵

愚ぐ

痴ち

な
ら
ば
わ
れ
も
言い

ひい

た
し
と
返へ

ん

事じ

書か

く

賀が

状じ
ょ
う

に
託た

く

せ
る
互た

が

ひい

の
思お

も

ひい
（
歌
集「
わ
れ
越
え
て
ゆ
け
」よ
り
）

 

滝
沢
勝
枝

除じ
ょ

夜や

の
鐘か

ね

響ひ
び

く
を
聞き

け
ば
こ
の
一い

ち

年ね
ん

の

吾わ

が
家や

の
出で

来き

ご
と
次つ

ぎ

々つ
ぎ

浮う

か
ぶ（
歌
集「
砂
丘
」終
刊
号
よ
り
）

 

風
巻
京
子

　
　
　
　
　

鬼お
ん

太で

鼓こ

の
高た

か

鳴な

り
響ひ

び

く
佐さ

渡ど

海か
い

峡き
ょ
う

始は
じ

め
て
渡わ

た

る
三さ

ん

十じ
ゅ
う

九き
ゅ
う

歳さ
い

（
砂
丘
大
会
） 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枕ま
く
ら

辺べ

に
積つ

み
置お

く
図と

書し
ょ

と
凍い

て
し
夜よ

も

我わ
れ

の
至し

福ふ
く

の
時と

き

と
過す

ご
さ
む 

中
村
武
子
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＜実施された行事＞
〔１月〕
	 25日	 道路除雪状況調査
	 	（産業建設常任委員会）
〔２月〕
	 4日	 全員協議会
	 4日	 所管事業勉強会
	 	（産業建設常任委員会）
	 8日	 新潟県後期高齢者医療広域
	 	 連合議会（広域連合議会議員）
	 16日	 令和４年第２回臨時会
	 16日	 議員定数等特別委員会
	 18日	 国民健康保険運営協議会（副議長）

	 21日	 津南地域衛生施設組合議会
	 	 定例会（議長・組合議会議員）
	 22日	 新潟県町村議会議長会定期
	 	 総会（議長）

＜今後予定されている行事＞
〔２月〕
	 24日	 議会運営委員会
	 24日	 全員協議会
	 25日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 定例会（議長、組合議会議員）
〔３月〕
	 3日	 令和４年第1回定例会開会日

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

 2800日 石橋俊治（割野）
 2500日 髙橋昭子（船山）
 800日 中澤久征（中深見）

主な運動：テレビ体操、健骨体操、ラジオ体操、ウォーキング他

病
院
歳
時
記

　

日
本
で
は
、成
人
の
３
人
に
１
人
、高
齢
者

の
３
人
に
２
人
が
高
血
圧
と
診
断
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

高
血
圧
症
の
予
防
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、食

塩
摂
取
量
の
制
限
で
す
。食
塩
を
摂
り
す
ぎ

る
と
、血
液
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な

り
ま
す
。そ
れ
を
脳
が
察
知
し
て
、の
ど
が
渇

き
、水
分
を
摂
る
と
血
液
量
が
増
え
ま
す
。増

え
た
血
液
を
、体
の
す
み
ず
み
ま
で
送
る
た
め

に
は
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。高
血
圧
状
態
が

続
く
と
血
管
は
い
つ
も
張
り
つ
め
た
状
態
に

お
か
れ
、次
第
に
厚
く
、硬
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。こ
れ
が
高
血
圧
に
よ
る
動
脈
硬
化
で
す
。

動
脈
硬
化
に
な
る
と
、心
臓
で
は
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
、心
不
全
な
ど
、脳
で
は
脳
梗
塞
、脳
出

血
な
ど
の
脳
血
管
障
害
や
、認
知
症
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

食
塩
摂
取
量
の
非
常
に
少
な
い
地
域
で
は
、

高
血
圧
の
人
は
少
な
く
、年
を
と
っ
て
も
血
圧

が
高
く
な
る
こ
と
は
、ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で

す
。日
本
の
食
生
活
は
食
塩
摂
取
量
が
多
く

な
り
や
す
い
で
す
。心
臓
や
脳
の
病
気
の
大
き

な
危
険
因
子
で
あ
る
高
血
圧
を
予
防
す
る
た

め
に
、若
い
う
ち
か
ら
食
塩
を
摂
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
と
減
塩

内
科
外
来
　
鈴
木
春
美

　

年
金
機
構
か
ら
み
な
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ「
控
除
証
明
書
」「
源
泉
徴
収
票
」

が
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
確

定
申
告
に
必
要
な
書
類
で
す
。
紛
失

等
で
お
手
元
に
見
当
た
ら
な
い
場
合

は
、
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
、
再
発
行
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

年
金
事
務
所
に
お
出
か
け
の
際
は

本
人
確
認
で
き
る
免
許
証
な
ど
と
、

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
も
し
、
本
人
以
外

の
人
が
再
発
行
で
年
金
事
務
所
へ
行

く
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

・
津
南
町
役
場　

税
務
町
民
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
事
務
所
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

手
続
き
や
相
談
も
あ
り
ま
す
。
六
日

町
年
金
事
務
所
ま
で
行
く
の
が
大
変

な
場
合
は
、
役
場
や
十
日
町
ク
ロ
ス

10
で
定
期
的
に
開
設
さ
れ
る
年
金
相

談
で
手
続
き
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も
先
着
順
の
予
約
制
と
な

り
ま
す
。

■
津
南
町
役
場

　

毎
月
第
３
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
予
約
先
】　

税
務
町
民
課 

町
民
班

　

℡
７
６
５ 

‐
３
１
１
３

■
十
日
町
ク
ロ
ス
10

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
予
約
先
】　

六
日
町
年
金
事
務
所

 　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

  

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、

②
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
六
日
町
年
金
事
務
所
に
直

接
相
談
に
行
く
場
合
も
事
前
の
ご
予

約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
予
約
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

 　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、

②
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

役
場
に
は
国
民
年
金
の
窓
口
が
あ

り
ま
す
が
、厚
生
年
金
の
請
求
な
ど
、

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

確
定
申
告
に
必
要
な

書
類
の
事
前
確
認
を

年
金
相
談
の
ご
案
内
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

　

上
郷
小
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な

地
域
学
習
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
の
５
、６
年
生
は
、
津
南
町
の
魅
力
を
調

べ
、
他
地
域
か
ら
修
学
旅
行
に
来
て
も
ら
う

た
め
の
調
査
、
プ
ラ
ン
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
春
か
ら
始
ま
り
、
６
月
か
ら

は
地
域
の
様
々
な
人
か
ら
意
見
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
、
さ
ら
に
現
地
に
行
っ
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
町
外
の
小
学
６
年
生
の
児

童
40
人
、
バ
ス
２
台
で
１
泊
２
日
、
４
月
～

11
月
に
受
け
入
れ
」
と
い
う
前
提
で
修
学
旅

行
プ
ラ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

50
以
上
の
個
人
や
団
体
か
ら
聞
き
取
り
を

行
い
、
上
郷
小
学
校
、
芦
ヶ
崎
小
学
校
、
津

南
小
学
校
、
秋
山
郷
、
そ
の
他
な
ど
エ
リ
ア

を
分
け
て
、
20
個
以
上
の
約
２
時
間
滞
在
の

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
組
み
合

上
郷
小
学
校
５
・
６
年
生
に
よ
る

総
合
学
習
の
取
り
組
み

「
修
学
旅
行
in
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｎ
」

　
　
　

‐
小
さ
な
町
の
大
自
然

　
　
　
　
（
日
本
一
や
世
界
一
が
あ
る
町
）

わ
せ
る
こ
と
で
修
学
旅
行
の
コ
ー
ス
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
苗
場
山

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
や
長
野
県
北
部
地
震
を
学
ぶ
・

外
国
語
学
習
・
農
業
体
験
な
ど
、
町
内
の
み

な
ら
ず
町
外
に
も
視
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

１
月
28
日
の
学
習
発
表
会
で
は
、
そ
の
中

か
ら
８
コ
ー
ス
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ど

れ
も
良
く
練
ら
れ
た
内
容
で
、
小
学
生
同
士

の
交
流
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、

自
分
た
ち
が
訪
れ
た
修
学
旅
行
先
で
あ
る
福

島
県
と
比
較
し
な
が
ら
、
10
の
課
題
も
提
示

さ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
い
た
５

人
の
大
人
は
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
６
年
生
同
士
の
交
流
は
修
学
旅
行

と
し
て
も
魅
力
的
で
、
ぜ
ひ
皆
に
ガ
イ
ド
に

も
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
の
意
見
も
会
場
か

ら
で
ま
し
た
。

　

現
在
、
プ
ラ
ン
を
掲
載
し
た
冊
子
を
作

成
中
で
３
月
に
は
完
成
す
る
予
定
だ
そ
う

で
す
。

学習発表会の様子

　

交
通
手
段
の
確
保
は
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を

行
う
際
に
大
事
な
こ
と
の
１
つ
で
す
。Ｔ
ａ
ｐ

で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
購
入
し
、各
種
事
業
で
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

主
に
町
事
業
の「
水
中
運
動
教
室
」や
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
子
ど
も
た
ち
の
送
迎
に

活
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
町
民
の
か
た

が
た
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
健
康
づ
く
り
の
送

迎
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受
け
た

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る

お
得
な
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
は
プ
ー
ル
に
も
温
泉
を

利
用
し
て
お
り
、運
動
と
温
泉
の
両
方
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
今
、ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
サ
ウ
ナ
も
あ
り
ま
す
。営
業
時
間

は
左
に
記
載
の
と
お
り
毎
週
日
曜
日
の
み
午

前
10
時
～
午
後
８
時
30
分
ま
で
の
営
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・日
曜
日
の
み　

午
前
10
時
～
午
後
８
時
30
分

・月
曜
～
土
曜　

午
後
２
時
～
午
後
８
時
30
分

　

営
業
時
間
前
に
館
内
を
貸
し
切
っ
て
開
催

し
て
い
る
教
室
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、会
員
以

外
の
か
た
も
お
安
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
１
度
ご
家
族
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

様々な活動の送迎に
マイクロバスは活用されています。
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■人口9,040（−17）　男4,386（±０）　女4,654（−17）

■世帯数3,460（−７）　■転入／ 12　■転出／ 13　■出生／６　■死亡／ 22　■婚姻／０２月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第12回Myコレクション展
　会　期：1月15日㈯～2月27日㈰
　入場料：無料
　今年もさまざまなジャンルの個人

コレクションが集まりました。

　 外国のコイン・切手・ご当地カ

レー・ミニカメラ・拵（こしらえ）・古

銭など、秘蔵のコレクションの数々を

どうぞお楽しみください。

●カモシカウォッチング～秋山郷～
　日　時：3月6日㈰　9：00～ 15：00
　体験料：1,000円
　対　象：小学3年生～大人
　秋山郷をスノーシュー（西洋かんじき）を履いて散策し

ます。カモシカに遭遇できる確率の高い人気の体験です。

●春木山
　日　時：3月13日㈰　9：00～ 11：00
　体験料：500円
　対　象：小学5年生～大人
　雪のしまった春に切り出した木をヤマゾリで運ぶ「春

木山」は、春の訪れを感じる風景でした。雪国ならではの

知恵を体感できる体験です。

●ひょうたんのランプシェード
　日　時：3月21日㈷　13：30～ 15：30
　体験料：1,000円　　対　象：10才～大人
　大きなひょうたんに電動ドリルで穴をあけ模様をつ

けます。

　※スイッチライトは別途950円でご購入いただけます。

●「ならんごしの会」会員募集
　「ならんごしの会」は、アンギン編み技術を後世に伝承する活動を行っていま

す。その技術は津南町の無形文化財に指定されています。

　アンギン編みは、カラムシなどの植物繊維をもじり編みで編んだもので、縄文

時代の遺跡からも発見されています。

　ぜひ、あなたも一緒に活動しませんか？興味をお持ちのかたは「なじょもん」

までご連絡ください。

『鬼滅の刃』コレクション

カモシカウォッチング

春木山

ひょうたんのランプシェード

３月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

6日㈰ 9:00～15:00 カモシカウォッチング ～秋山郷～ 1,000 中学年以上

13日㈰ 9:00～11:00 春木山 500 高学年以上

20日㈰ 9:30～11:30 スノーシュー　～なじょもんの森へ～ 500 低学年以上

21日㈷ 13:30～15:30 ひょうたんのランプシェード
※スイッチライトは別途950円

1,000 10才以上

27日㈰ 10:00～12:00 手漉き和紙のハガキづくり 1,000 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

島田　楓
ふう

大
た

（宮野原） 正樹さん
 綾那さん

広田　士
しゅ

侑
う

（大割野） 健汰さん
 有人香さん

秋野　日
ひな

向
た

（正面） 雅人さん
 美貴さん

城沢　唯
い

月
つき

（小下里） 啓太さん
 亜弥子さん

半戸　　岳
がく

（朴木沢） 一成さん
 佳那子さん

福原　寧
ね

々
ね

（外丸） 浩也さん
　　　凜

り

々
り

（外丸） 香さん

涌井　優
ゆう

然
ぜん

（割野） 貴央さん
 ゆまさん

大島フクヱさん	 （97歳・駒返り）

阿部左右太さん	 （99歳・美雪町）

山我　軍平さん	 （91歳・鹿渡新田）

関澤つた子さん	 （99歳・陣場下）

髙橋志之三さん	 （86歳・陣場下）

樋口　春雄さん	 （73歳・大割野）

内山　昭司さん	 （74歳・岡）

石澤　好枝さん	 （94歳・駒返り）

板場　ミキさん	 （91歳・辰ノ口）

貝澤　スワさん	 （86歳・鹿渡）

清水　友吉さん	 （100歳・小下里）

清水　ミヱさん	 （89歳・田中）

風巻　勝枝さん	 （85歳・大割野）

藤ノ木ナツエさん	 （91歳・太田新田）

根津　行子さん	 （87歳・上段）

鈴木　　丸さん	 （98歳・船山新田）

藤ノ木キヨシさん	 （94歳・恵福園）

村山たかみさん	 （81歳・下加用）

石沢　清尚さん	 （86歳・越手）

中沢　カネさん	 （97歳・越手）

　

こ
の
た

び
、新
潟
県

の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
広
報
つ
な

ん
７
月
20
日
号
が
知
事
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。ユ
リ
農
家
さ
ん
た

ち
の
取
り
組
み
の
す
ば
ら
し
さ
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！	

村
山
拓
也

広
報

つ
な

ん
 N

o
.7

2
8
　

■
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役
場
の
観
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所
で
も
７
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ぶ
り
に
３
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え
た
積
雪
。観
測
所
の
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も
高
い
雪
壁
が
で
き
ま
し
た
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